大脇準一郎氏との対談
「未来構想」のビジョン
2007年4月11日　15：15～17：40　　於：吉祥寺南口 東急イン
インタビュアー；（財）人間自然科学研究所スタッフ
質問：「大脇氏のやりたいことは何か、また、どの様にやって行こうとされているのか？」
大脇氏

· 自分のやりたい、またやってきたのは政策研究、シンクタンク的なこと。未来の日本はどう行くべきかを見通し、それに対しビジョン、構想を提言。日本が誤りなき方向に行くこと。
· 「国際社会の中で日本がいかなる役割を果たしうるのか。」外交、国際関係を踏まえた上で、国内においては「何のためにやるのか」という、価値観・文化、アイデンティティーの問題になる。それを中心にして国内の教育問題、人材育成が重要。
· また、日本は国家の安全保障体制など、占領政策などの背景で国家的基盤を整えるのが遅れたので、その安全保障問題をどうするのか。自衛隊、憲法９条の問題もある。
· 日本として経済は頑張ってきた。今まですべての力を経済・技術に傾けてきたので、こまで来られたが、今後世界に出て行くのに、今までのようなやり方では難しい。中国、韓国が伸びて来て、競争相手となる中でどうして行くのか？
· 日本財団（笹川財団）、と東京財団の例：
７００億円の資本。前会長の日下さんも文化論などをどんどん企画し、よくやっていたが、今は加藤氏（元、財務省、「構想日本」を主催）に交代し、シンポジウムに日本のトップ、政府関係者も沢山呼んで、民間版の本格的政策研究を始めた。潤沢な資金をバックに、会費徴収をしなくてもできる。安全保障、教育問題、地域の活性化等、全部やっている。アメリカでは、シンクタンク、財団主催の会合や勉強会が沢山ある。中野有氏もよくそういう所に参加している。スピーカーと直接の質疑応答もできる。
· 　そういう様な民間版シンクタンク的役割を果たしうるようになりたい。加藤氏がそれまで独自主催の「構想日本」でやって来た地道な活動の上に、地位と財的バック得たこと、それが羨ましいと思っている。（註：民主党政権発足後、政権のシンクタンクとして目下活躍中）
‐補完しなくてはならない点（日本財団の例を見て）‐
●小松社長への手紙にも書きましたが、日本財団には一番大事なものが欠けている。表面的な体裁等は大変立派で良いのだが、日本がアジア、世界にいかなる責任を持って、どう貢献するのかという観点がない。アメリカに立ち遅れないように、似たようなものをつくり、安全保障会議（ＮＳＣ）を創ろう等、日本の国益を守ることが先に立ち、日本が身を捨てて、世界の為に何かしようというような犠牲精神、スピリットが無い。「日本から世界を見るだけではなく、世界から日本を見るという発想」が無い。そこが、打ち合わせたわけではないが、小松社長がおっしゃる、国際社会での日本の役割、使命、そこに気がつく人が少ない。これは、世界観のコペルニカス的転換‐天動説から地動説への転換＝発想の大転換、パラダイムシフト‐とも言えることで、普通の人は目に見えないから判らないが、観点が１８０度違う。安全保障を論じても、農業問題を論じても、この観点から主張しないと世界の共感も得られない。これが一番重要なポイントだと言うことがわかった。
●次に、ひとつのトータル的な哲学、日本として一番大切な価値観…絶対的価値観（アイデンティティー）を中心として、文化、政治、経済、すべてを結びつけて考え、総合的な政策提言をする必要がある。今は各省庁それぞれバラバラな状態。「日本国家とは何であり、どうしていくのか」、総合的な方針、国家的なアイデンティティーのもとに戦略を練る必要があるのに、それができるだけの哲学・思想・背景が無い。
●第3に官からの視点だけではなく、民の視点が必要。官僚からは出てこない。その問題が表面化した一つが、ティファニー美術館の撤退の例。使う人の立場からものが考えられていない。この点、安倍内閣の平山座長の「美しい日本づくり」プロジェクトは民の目線を取り込んだ姿勢が期待できる。（註：安倍政権の早期退陣で中座）
・以上３つの点：  １．アジア、世界の視点から日本の役割を提言

　　　　　　　　  ２．価値観をベースにした総合的国家戦略の提言

　　　　　　　　　３．民の観点からの提言

　　これが重要なポイント。日本財団の内容にはこれらの要素が欠けている為、やはり自分がやらなくてはならないのではないかと思っていた。

－多くの人が気づき始め、提言する場が増える時代になって－

· 反面、日頃感じている事に近い内容が、かなり活発に話し合われるようにもなってきている。
各種資料：
安倍内閣「美しい国日本プロジェクト」（平山郁夫先生中心）、「教育改正会議」（いじめ、教員の問題、国際社会に貢献できる人材の教育等）、「安全保障会議」（北岡氏。アジアゲートウェイ構想、アジア交流の為のインフラ強化。日本文化産業戦略の策定、日本の魅力の海外発信。アジアの高度人材ネットワークを目指した留学生政策の再構築等）世界の優秀な人材をアジアに入れなくてはならないという、｢人材立国論｣も話し合われるようになってきている。
「イノベーション25」（‐イノベーション戦略…２０２５年を目指した戦略会議）の　　中間報告－黒川清先生が座長（学術会議前会長、文明論的視点）「世界的課題解決に貢献する社会」「生涯健康な社会」「経済成長の底上げをどうするか」
· こういう事が話し合われる社会になってきた。昔は、何もなく、真っ暗な中で模索してきた。そういう意味で考えると、随分明るくなってきて、良い所まで来ていると感じる。
· こうなってくると、政府・民間で話し合われている内容をよく情報収集し、それらを踏まえ、すでにやっている良い内容は受け継いだ上で、さらにそれを生かす。こういう方法を考えなくてはならない。
· その為には、よく日本国内、世界で話し合われている主な内容をよく把握して情報収集する役割の人が必要。資料集めや、会合に出席するにも時間が掛かる。その総合的な情報から、何が一番欠けているかを判断し、その部分をやらなくてはならない。

· 日本としてどう考え、どうするのか…目に見えない価値観をベースにし、それを中心として、日本がどの様に世界に貢献できるか。

· 皆（国民）がもっとこういう事に当事者意識を持って参画できる、自発的に興味を持ち、やりたくなるような仕組みをどうつくるか。が課題。そのために志を同じくするNGO,NPOと連携して“市民国連”地球市民機構を立ち上げ、志しで動く心情社会、“麗しい社会創り”に努めている。（註：本年11月28日（土））第14回のフォーラムを麻布台の大学ｾﾐﾅｰハウス6階全体を一日借切って開催。）

‐現在の動き‐

· 4月には未来構想フォーラムで 鈴木 博雄 先生に家庭教育を中心に話してもらう。人間には学校や会社という社会生活もあるが、家庭に始まり家庭に終わる。家庭はすべての人間の存在基盤。そうした中で日本は今、家庭が2重の意味で崩壊している。戦前、戦時中を支えた日本従来の強固な伝統的価値観が、戦争に負けた事と、米軍の占領政策の中で全面否定されたようになり、その価値観を捨てた。そこへアメリカ的な個人主義、民主主義が入ってきた。これらはキリスト教、ヒューマニズムや人権主義など、やはりアメリカの歴史の中で伝統的に培ってきた価値観の上で成り立っているものであるにも関わらず、表面的なものだけが日本の土壌に入ってきた。その為、単なるエゴイズムや自己主張など、マイナス的な要素が強く表面化してしまった。日本にまだ戦前の教育を受けた人々が残っている時までは、まだ何とかなっていたが、戦後教育しか受けていない世代が親になっている現在は、どうしようもない危機的状態、親殺し、子殺しが日常茶飯事になってしまっている。
· 5月は伊勢先生にも「国際的リーダーとなれる人材育成」について話して頂く。

・　「アジアの将来を世界的な視野から見る」「日本の進路、アジアの将来、未来からのシナリオ」（西原 春夫先生 著）を読むといい。アジアの近代史において日本が何を誤ったのか、文献をよく研究、その裏づけをもって書いている。小松社長の視点と重なる。

· 最近 金 容雲先生に教わった事だが、吉田松陰は「台湾、中国、朝鮮は、欧米列強に植民地化される前に、日本が占領したほうが良い」と言っていたそうだ。富国強兵策、侵略政策。日本近代史を、文献に基づいて整理する必要がある。謙虚な姿勢でアジアにおける共生の道を探る必要がある。西原先生は、日中関係における刑法についての４年間プロジェクトに参加されるので多忙となる。
· 磯村先生・文化論、日本の文化政策はどうあるべきか。欧米（仏）との比較から。

‐何をするか（もとのテーマを再考）‐

· 政府のやっている事を踏まえて、それを抜きん出ることが必要。

· シンクタンク的役割

· ボランティア（志を持って自発的に社会の為に動く人）が、より動きやすい状況（経済的にも賄えるような仕組み）を作る。

· 国際的指導者を日本から輩出するにはどうするか‐国連大学の本来の役割。小さくても良いので、人材を育成できるネットワーク、できれば国際的リーダー養成のための大学構想を練りたい。
· 東京財団における加藤氏の何分の１の資金でもあったら、自分にはもっと日本の為に必要な重要なポイントを押さえた、充実した内容の活動ができると思っている。
· 今は一人でやっているので足かせとなって、もっと社会に影響を及ぼせる形で出来ないでいる。

· いずれは世界的ネットワークを結んで活動できたら・・・（夢？）

質問：日本の未来を思い、志を持って行動し、提言する方々が増えて来た、また、そういう方々が発言できる場所も官・民両方で増えてきたという中で、大脇先生にしか出来ないと思われることは何でしょうか？
大脇氏：

　１、小松社長活動基盤である（財）人間自然科学研究所の組織的基盤の再編成、強化

　　　　小生の長年の経験、人脈から、国内、世界に通じる基盤造成に貢献できる。
2、 繰り返すことになると思うが‐
1） 情報収集、一人では出来ない、仲間と共にして、抜けた点を補うこと。
2） 国内で話し合われた成果を、国内向けに発信するだけではなく、世界はどう受け取るのか、また、世界の為にそれを生かすという観点が必要。世界へ向けて日本は何を考え、どう行動しようとしているかの発信が出来ていない。発信して、世界と協調していくべき。世界、特にロシア、中国、韓国は、「日本がどう行こうとしているのか？」、もの凄く興味を持っている。そういった内容を、相手の国がよく理解できるように咀嚼して伝えるのが本来外交官の役割。外交官すら、そういう意味でスピリットが無い。共存共栄の方向をもっと意識するべき国家指導者層の見識。アジア、世界、全体を考えながら方向を打ち出していくという考え方を持った人は（増えてはきたけれども）少ない。

3） 小松社長は出雲の地に特別な意識を持っていらっしゃるが、同じように、日本人ならではの特質をよく見つめなおし、日本独自のエネルギー（力）を再発見し、我々でしか出来ないという特別意識、使命感を持って国際社会で貢献していける基盤をいかに確立するか。それには、精神的なものが重要。教育。
4） 志を持つ人たちがどんどん動いていけるようなネットワークを築き、それを行政がバックアップする体制作り。最近の経験から、行政もなるべく市民のバックアップをする方向に少しずつ変わってきている。国連もそういう体制を組みつつある。NGO、NPOの意見、提言を受けて、国連総会に反映されるようになってきた。日本でも一応そういう仕組みができてはきたが、まだまだ形だけ。それでも、時代はそういう‐行政が市民をバックアップする方向に向かっている。そ税金の浪費が減ることが期待できる。うしないと国民の支持が得られず、時流から置き去りにされる。
質問：　伺ってきたような、大脇先生にしかできないことをされる時、どういう形でやれば一番効果的な活動ができると思われますか？

大脇氏：

　　組織基盤造成は、短期間でも東京財団の加藤会長のように事務局スタッフを増させていただき、人材の大幅入れ替え、各種プロジェクト研究体制を作ること、有名人とともにそれ以上に優秀なスタッフを公募獲得することが重要。今東京財団は信用をバックに官僚をも凌駕する志と才能のある人材を集めている。

· 海外‐日本、双方向のインフォメーション基地（コミュニケーション基地）のようなものを作る必要。各国にインフォメーションセンター（政府広報担当）はあるのだが、役割が果たしきれていない。今の内閣広報担当（内閣府大臣官房政府広報室）世耕氏。若いが、アメリカで勉強してきて、よく研究しがんばってはいる、少しずつ理想の形に近づいてはいる。
· インターネットベースも考えられる。そういう事に関心を持って積極的にできる人材を育てること。
質問：その様な人材は、どうやって育てたらいいと思われますか？
大脇氏：

· やはり、塾のような形が必要。学校、本当は、そういう意識を持った大学があると一番いい。塾生、生徒を、ボランティア活動などに動員してもいい。

· 事務局にいつでも話し合いが出来るラウンジを作って常時、若者がたむろできる場をつくること、

· 会社、地方自治体等、一定期間の事務局員研修生、研究スタッフ受け入れインターンシステムを作る

· 大学に関しては、経営に行き詰まって、経営権を譲りたいという大学の話も来ている。
· いずれにせよ、教育の拠点が必要。そういうところがあれば、もっと協力も得やすい。
· 塾もいいのだが、大変なエネルギーが要る。また、志を受け継ぐ人がいないと継続が難しい。
· 資金を持っている人に、どうやって働きかけていくか。寄付することがステータスになるような構想、企画があれば、集まるはず。寄付行為には減税措置もある。
質問：塾などを主催する場合、どういうやり方がいいと思われますか？

大脇氏：

· 小松社長も経営塾の構想を話しておられたが、月１だけ集まるというようなものだと、あまり効果が無いと思う。身にならない。常時、集まれるような拠点を作ることが理想的。本当に啓蒙されるには、しょっちゅう顔を合わせて腹を割って話し合えるような場が必要。
質問：たとえば、物理的に常に集まれるような状況を作ることが難しい‐志を持つ方がみんな近くにいるとは限らず、各地に散らばっているなどの場合、インターネットベースでそういう場を設けて、補うというのは可能だと思われますか？

大脇氏：

· 可能だと思うが、スクーリングのように、やはり実際に触れ合う場が必要。基本は　　　インターネットベースだとしても、絶えず立ち寄り、その際に情報や資料を提供してもらえたりするような、ホームステーション的な場所が要る。それには、やはり事務局が重要になってくる。JANIC（国際協力NGOセンター）、NPOセンターなどには、ボランティアをする際の、いろいろな指導を受けられる相談員制度がある。そういう体制を整えることが理想的。
· 日本財団の会合のやり方などからも、ヒントを得たらいいと思う。週に２，３回集まりがある。

· 小松社長がこれからされる場合も、たとえば事務所の半分のスペースは事務局、　　　もう半分はいつでも座談会が可能なスペースとして、人が集まりたくなるような環境を整えたらいいのでは。

· その際、やはり一番重要になるのがキーパーソン。会いに来たくなるような人物がいることが重要。
· 地域活性化センターの例：熊本県小国町では、「木」をキーワードにしての、過疎化対策。人が集まりたくなるような環境を整えている。町長が、キーパーソンとなる人物を探し出し、その人を中心に人が集まり、過疎から脱しつつある。

· 逆転の発想、価値観の転換、今の日本の状況を、どう発展的要素として捉えられるようにするか、そのアイディア。小松社長のようなユニークなアイディアが必要。

· 人をどう集めるか。市民指導型。市民が積極的に動くことに行政がサポートする。経済的な意味でも。
質問：今までお話頂いたような活動をする場合、大脇先生はどの様な役割を担って行かれるのでしょうか。

大脇氏：

· 誰かが育って欲しいと思ってやってきた。総合的、全体的な視点でものを見る人が要る。そういう意味でやはり事務局的、マネージング、企画というところ。
質問：・　改めて伺うことになってしまいますが、数々の志あるかたがたと接してこられた中で、小松社長はここが違う、これが特別だと思われる点はどういうところでしょうか。

大脇氏：

· やはり、アジアに対する視点。首相はじめ、アジアに対して日本が何をしてきたのかということに対してあまりにも無知な中で、現実を踏まえたうえで、卑屈になるわけではなく、未来においてはアジアの人たちと共生していかなければ生きて行けないという意識をはっきりと持ち、行動してこられているところ。この姿勢がすばらしい。目的と行動にブレが無く、すっきりされている。出雲の地に対する考え方も、大変に深いところからきている。
質問：伺ってきたように、今、日本にいくつかの重要な課題がある中で、大脇先生から見て、なにを一番優先的に解決しなくてはならないと思われますか。プライオリティーを付けるとしたら・・・

大脇氏：
· これは、きちんと整理したうえで、精神を統一して答えを出さなくてはならないことだ。

· 最近つとに思うことは、「物事をなすこと以上に起こっている諸現象の背後にあるものを洞察し、共存・共栄・共義の平和世界をどう創るか、そのためのビジョン創り、シナリオの検討する作業」、一般のシンクタンクをさらに精錬、昇華した宗教性を基盤にした哲学的、思想的高等政策研究院のような活動の必要性です。

次に、世界に出て行ける人材をどう育成するかと、育成して、世界に輩出していく流れをどう作るか。教育の課題、国策的な問題だと思う。もっと多くの人が海外へ出かけて行って、そこで平和部隊のような動きをしていけたらいい。韓国や中国の若者と一緒にやれたらもっと良い。そういう事にもっと投資をする人が出てこなくてはならない
質問：最後に、大脇氏からの手紙への小松社長の追記を読まれてのご感想は？：

大脇氏： 
· 小松社長と出会って、一番感銘したのは、「国際社会における日本の役割」という発想が表、その裏に、日本が受けている近隣諸国からの怨念エネルギーを昇華に転換しようという大変ユニークな“逆転の発想”で、その平和運動を地道に10数年自己資金でやってこられたこと。
· ５月の理事会で整理する件に関しては、良いと思う。こぢんまりとしてはいても、それゆえに、未来の志を持った人を育てるような、それが塾というものだと思うが、そういう方向で 人間自然科学研究所を再発足されたら良いと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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